
◆◆飛鳥池遺跡の調査
一第９８次・第９g=6次､第106次

１第ｇＢｏｇｇ－Ｂ次調査

調査の経緯と概要

1991年、近世に築造された「飛鳥池」（明日香村飛鳥字

古池)を埋め立てる計画が地元から起こった。奈良国立

文化財研究所飛鳥藤原宮跡発掘調査部と明日香村教育委

員会による発掘調査が実施され、飛鳥池遺跡が発見され

た（飛鳥寺1991-1次調査、『藤原概報22』)。遺跡は、飛

鳥寺の東南、人字形の谷に立地する。この調査では、

銅・鉄・ガラス・漆など７世紀後半の一大工房の一端が

明らかとなった。その後、建設残土など廃棄物の処分場

となる◎投棄された廃棄物層を整地するため、遺跡東側

の丘陵が削平され（『明日香村遺跡調査概報平成４年度』

1993)、飛鳥池遺跡は完全に埋め立てられた。

この「飛鳥池」跡地に奈良県が「万葉ミュージアム」

建設を計画したのは1996年だった。それにともなう飛鳥

池遺跡の事前調査が1997年１月に始まった。これまでお

こなった、第８４．８６．８７．９１－６．９１－１３．９１－１４．９２．

９３次調査は、計画敷地内各所と「展示棟」建設予定地で

の事前調査だった。これらの調査を通じて、飛鳥池遺跡

が南北２つの地区に分かれることがわかった。南の工房

地区では、多数の炉跡をともなった工房跡がみつかった。

金・銀・ガラス・銅・鉄・漆・瓦など各種の生産業種が

明らかとなり、さらに富本銭が多数発見されるとともに、

和同銭に先行する７世紀代の鋳造貨幣と判明する。北地

区では、石敷井戸や石組池、さらに飛鳥地域でこれまで

で最多となる8000点近い木簡がみつかった。そのなかに

は「天皇」木簡や「次米」木簡など注目される史料が多数

含まれている（『年報1998-Ⅱ．1999-Ⅱj)。

また、敷地東部の調査(第86,91-6.13.14,92次）は

飛鳥池遺跡東方の谷筋にあたり、こちらは「飛鳥池東方

遺跡」と命名した。飛鳥池東方遺跡では、７世紀中頃に

遡る流路が発見され、斉明紀にいう「狂心渠」との関連
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に注目が集まった。

1998年10月には、未調査の敷地北辺で外周の擁壁工事

が実施され、飛鳥寺の南面大垣に関わる貴重な遺構に影

響を及ぼすこととなった。これにともない、第97次調査

を実施した（『年報1999-Ⅱ』)。

そして「万葉ミュージアム」建設計画にともなう事前

調査は、飛鳥藤原第93次調査が最終調査のはずだった。

｢展示棟」の東側に建設が決定されていた「管理研究棟」

予定地は、1991年に明日香村教育委員会がトレンチ調査

をおこなっており、そこでは何も遺構が確認されていな

かったこと、そして建物予定地の南端を第87次調査東区

として調査済みであることをもってこれ以上の調査は不

要、との県の判断があった。1999年２月、「起工式」の予

定期日と相前後するように第93次調査が終了した。

しかし、1999年１月の富本銭出土報道は､遺跡の保存と

計画の見直しを求める声を大きくした｡県は、遺跡の｢調

査」と「保存」が十分配慮されている旨を広報するため、

パンフレットを作成したが、これが皮肉にも｢管理研究棟」

予定地を十分に事前調査していないことを世に知らしめ

てしまう結果となった。「起工式｣は延期され、「管理研究

棚予定地の事前調査として第98次調査が始まった。

第98次調査区は、第93次調査区の東南部で検出された

炉跡群の一部および第87次調査東区を含み込む形で設定

し、炉跡の広がりと富本銭鋳造に関わる遺構・遺物の発

見を目指した。調査は、３月l7FIに調査区の設定を行い、

３月24日から重機による掘削を開始、４月１日より本調

査を開始した。途中、７月９日から20ｐまで中断。７月

21日に調査を再開し、９月14日には本調査を終了、９月

161F|に撤収を完了した。調査面積は約1,200ｍ２．

その後「管理研究棟」の建設位置が変更になり、設計

変更後の建物南端で、工房を区画する掘立柱塀の有無を

確認するため、第99-6次調査を実施した。調査而積は、

93,2、調査期間は11月４日～１１月11日。
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基本層序

調査地は、すでに、「管理研究棟」基礎造成工事が完

了しており、まず、この造成土を、さらに建設残土など

の産業廃棄物層(厚さ最大３ｍ）を除去した。その下層に

旧「飛鳥池」池底堆積層の泥土が堆積する（厚さ最大で

1.2ｍ)。池底以下は、近世以前平安時代以降の堆積層が

あり（厚さ最大２ｍ)、この層には断面観察で水、層を複

数面確認した◎谷SD200の北東岸は、平安時代以降の耕

作や「飛鳥池」築造時にかなり削平を被っていた。旧

｢飛鳥池」池底堆積層の下に灰褐色土が堆積しており、こ

れを除去し黄褐色粘質土層（整地土)上面で遺構検出をお

こなった。

谷SD200の南西岸は、斜面に堆積した炭層の下、青灰

色粘質土層上面で遺構検出をおこなった。谷筋では、茶

色粘質土・炭層１（平安時代）・灰褐色砂質土などの堆積

層をはずして遺構を検出した。

北東岸の一部で整地土をはずして下層遺構を検出した

のと、谷の一番奥の陸橋で下層の調査をおこなった以外、

下層遺構の調査は最小限にとどめた。

検出遺構

工房関係の遺構

谷北東岸の工房跡１第93次調査では、調査区の東南隅

部、遺跡を貫流する谷SD200の北東岸に、幅約９ｍの工

房作業面を確認した。この工房作業面には、おおよそ上

下３層に約200基の炉跡が検出された。今回、その南東端

を確認し、工房作業面の規模が判明した（図39)。その差

し渡しは約30ｍをはかり、飛鳥池遺跡の工房作業面では

最も面積が広い。当初、工房作業面の丘陵側には区画溝

SD236があり、この溝の位置で丘陵斜･面をカットして平

坦面を確保している。SD236の北端は確認していないが、

飛鳥池瓦窯SY50の下層に延びることは確実。作業面東南

側は、下層作業面でも区画溝が検出されず、谷に向かっ

て傾斜を強くして終わっていた。

その後（中層の時期か)、作業面の北端部は埋め立てら

れ、その上に飛鳥池瓦窯SY50が構築される。その際、区

画溝を谷の方向にずらしてSD237とし、谷側へSD238と

SD239、北西側にもSD244を掘削した。工房作業面の長

さは約24ｍある。これら区画溝に囲まれるように、掘立
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図２５炉跡SX240最下層

柱建物SB242がある。

今回の第98次調査区内で調査した部分は、工房の南東

端に近いためか、新たに検出された炉跡の数は少ない◎

だがそれでも、炉跡SX240では、上下７基が折り重なる

ように重複していた（図25)。

炭層第93次調査区から連続して、谷筋とその両岸には

大量の炭層(廃棄物堆積層）が堆積していた。最も分厚い

層を形成していたのは、北東岸の工房跡から谷筋に向か

う斜･面。厚さは最大で１ｍあった。この部分については、

炭層１（平安時代の再堆積層）は完全に採取したが、炭層

２から炭層４については遺跡保存のため部分的な採取に

とどめた。炭層２と炭層３からは、富本銭とその鋳型片

が出土した。

炭層は主に今調査区西部に広がっており、陸橋SX214

付近より上流にはほとんど残っていなかった。工房廃絶

時以降、多年の流水で流れ去り下流に再堆積したものと

推測される。炭層の中で検出できた遺構は多くないが、

陸橋SX214北端の下流側、炭層２の中に、川原石を階段

状に並べた石組SX232がある。

富本銭土坑後述する陸橋SX214の北端あたりに、銅粒

や銅片を多量に含んで赤茶色をした砂と砂質土のブロッ

ク２基を検出した。層位的には炭層２の直上、炭層１よ

り下層に位置した。陸橋SX214の上流側(南東側）にあっ

たものを土坑SK212（富本銭土坑Ａ)、下流側(北西側）

にあったものを土坑SK213(富本銭土坑Ｂ）とよんで区別

する。ただ、この区分は調査中の取り上げ時に便宜的に

設けた面もある。確かに、２つの砂質土ブロックは間に

多少の距離を保つかにはみえたが、おそらく元来は一連

のもの、つまり同時に投棄された廃棄物ブロックが陸橋

SX214の両側に多少流れて遺存した結果、２つの土坑状

にみえたものと考えてよい。
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図２７大型方形炉SX221～２２３

土坑SK212は、直径１×1.5ｍほどの楕円形、土坑

SK213は直径約２ｍのほぼ円形の平面形をしていた。両

者あわせてコンテナ約40箱分の堆積土を取り上げた。堆

積土はすべて室内でlnlnlメッシュ筋にかけて水洗した。

その結果、真土製銭植や富本銭断片、鋳樟、堰、バリ、

溶銅、ルツボ、羽口、銅津などが発見され、富本銭鋳造

時に生じた廃棄物を一括投棄したものと判明した。

２つの土坑から出土した富本銭の銭施片は計3030点以

上、富本銭断片は170点あり、我が国の鋳銭技術史を大き

く塗り替える発見となった。

谷北東岸の工房跡２第93次調査区から連続する工房跡

の北東側は、素掘溝SD236.237で区画されているが、こ

の段差はその東南端あたりからカーブしてほぼ南北方向

を向き、谷に達して終わる。この段差の東側にも、炉跡

が分布する。

炉跡SX224～227は、円形ないし楕円形で直径40cmほど

の小型の炉跡。いずれの炉跡も掘形をもち、炉底には改

修の痕跡を示す還元硬化而の重なりが認められた。また、

炉跡SＸ226.227などには隣接して浅い土坑がともない、

そこに炉跡から排出された炭が堆積する。

炉跡SX221～223は、調査区のほぼ中央にある、長方形

の平面形をもつ大型炉。３基は軸線をそろえ、ほぼ3.5ｍ

の距離を保って正三角形状に配撒される(図27)。

炉跡SX221は、長辺１ｍ、短辺0.7ｍ、深さ20cm以上あ

る。炉内には、炭混じりの土が堆積し、崩れた炉壁や焼

土が多逓に含まれていた。炉跡SX222も長辺0.95ｍ、短

辺0.65ｍのほぼ同規模の炉。削平を被っているため、深

さは１０cmほどしかなかった。埋土に炉壁の焼土を多量に

含む。炉底には５cmほど炭が堆積する。炉跡SX223は北

西と北東の壁が壊されるが、他の２基と同規模だろう。

炉跡SX223も、炉底には炭が堆祇していた。

これら３基の大型方形炉跡は、側壁こそ赤褐色に焼け

て硬化するが、底面に近い側壁と炉底は焼けた痕跡が弱

３０奈文研年報／2000-Ⅱ
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図2Ｂ掘立柱塀SA220

い。鍛冶炉や溶解炉ではなく、鋳型あるいは羽口など土

製道具の焼成炉または炭窯といった機能が想定される。

炉跡SX221～223の南東には炉跡は確認できなかった

が、焼土の堆積や羽口、鉱津などは点々と分布していた。

工房の区画施設SＡ２０５．２２０工房跡の北東には、遺

跡を東側から囲い込む丘陵が迫っており、丘陵裾と工房

跡との間に掘立柱塀SA220がある（図28)。掘立柱塀

SA220は、北で西に約30.ふれた方位をもち、東側丘陵

裾から９ｍ離れている。調査区内で11間分、約28ｍを検

出した◎柱間は基本的に2.7ｍ（９尺）だが、南東端から

３．６．１０間目は、2.1ｍまたは2.4ｍしかない。北西側は

削平されて柱穴が残存しないため、どこまで延びたかは

不明。また、南東端では100.ほどの角度で掘立柱塀

SA205が接続する。ここから掘立柱塀SA220がさらに南

東に延びるかどうかは確かめられなかった。

掘立柱塀SA205は、陸橋SX202に平行するように谷を

横断する塀。５間分、約13ｍを検出した。南西へは第８７

次調査東区の掘立柱塀SAO1に連続するが、掘立柱塀

SA220との接続部を越えて北東には延びないことを第

９９－６次調査で確認した。柱間は、掘立柱塀SA220にと

りつく１間だけが1.8ｍと短く、以下柱間は順に、３．０．

２．４．２．７．２．７．２．４ｍ◎北東から２．３．５間目の３つの柱

穴には柱材が残っていた。柱穴はいずれも深さ１ｍほど

あり、５間目の柱穴底には人頭大の川原石が詰め込んで

あったが、他の２つには礎盤などの施設はなく、柱材は

掘形底から１０～15cm沈み込んでいた。

２間目の柱材は残存長１．７，，３間目のは１．４，，５間目

のは1.3ｍある。柱材の太さは20～25cmあり、２間目と５

間目の柱材は下端から50～70cmの部分を焼いて焦がして

あった。柱が腐るのを防ぐ目的だろうか。

掘立柱塀SA205は陸橋SX202に平行しているが、後述

するように、当初はその下層の陸橋SX203の芯に構築さ

れていた。
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図２９陸橋SX202A．Ｂと陸橋SX20B

谷南西岸の区画施設谷の南西岸には、第87次調査東区

で検出した掘立柱塀SAO1がある。今回その北西延長部を

確認しようとしたが、柱穴は確認できなかった。

また、調査区の南西部では南西側から投棄された炭肘

が残っていたが、それに関わる工房の痕跡もみつからな

かった。「飛鳥池」南岸に位慨するため、削平されたもの

と思われる。

谷筋の遺構

調査区中央を流れる谷SD200には、流れに直交して盛

土造成された陸橋が６条（SX202・２０３．２０８．２１０．２１４．

２１６）あり、それぞれの間が水溜（SＸ２０１．２０７．２０９．

２１１．２１５）となる（図26)。

陸橋SX２０２．２０３谷奥に位置する陸橘SX202は上下

２層あるが、下層のSX202Aは断面で確認したにすぎな

い。陸橋SX202Aは、上面幅が２ｍあり、断面観察によ

ると下幅は約4.5ｍある。上屑の陸橋SX202Bは、上面

幅２ｍ、長さおよそ１３～14ｍ、下流側からの比高は0.4

ｍある。下流側のﾉＩｉと裾には細い杭列が並ぶ。陸橋

SX202Bの上面には、上流から下流に排水するための満

が切ってあり、大きくｋ下２時期にわけられた。これ

らの満のﾉIjや埋土には頂径１５～30cmほどの川原石や凝

灰質砂岩（いわゆる天理砂岩）断片が散乱し、直径２cmほ

どの杭列も確認できた。簡単な護岸がなされていたの

だろう。上流側の水溜SX201の底と陸橘SX202A上面と

の比高差は約0.9ｍあり、調森区内の水溜ではここが雌

も深い。

陸橘SX202の下胴には、およそ２ｍほど下流側（北西

側）にずれた位置に陸橘SX203がある（図２９．３０)。上ルサ

の陸橋SX202を極力保存し、長さ２，分だけを検出した。

上面幅2.2ｍ、下i陥約４ｍ、高さ0.4ｍある。掘立柱塀

SA205は、この陸橋SX203の中軸線上に建てられていた。

第87次調査東区では、この陸橋にともなう「しがらみ」

を検出している。

奈文研年報／2000-Ⅱ３－１

SX202A･Ｒ

図３０陸橋SX202A．Ｂ、SX20B平面図と土層断面図

断而観察の結果によると、陸橋SX202A．ＢとSX203の

築造法と築造過程は次のように推測できる。

まず陸橘SX203は、谷底に木の葉や小枝、草本類など

を敷き、その上に粘土混じりの上をほぼ水平に積み上げ

る。陸橋完成後、柱穴を掘削し掘立柱塀SA205を建てる。

陸橋SX203と陸橋SX202Aとの間には、流水堆稚と判

断できる粗砂屑やシルトハリが厚いところで0.5ｍほど堆積

する。おそらく大並の土砂で陸橋SX203が埋没したため、

作り直されたのだろう。激しい水流を物語るように、掘

立柱塀SA205の柱の1本は下流側に傾いでいた。

陸橋SX202Aは、掘立柱塀SA205との重複を避け、陸

橋SX203の２ｍほど上流側に作られる。築土は、陸橋

SX203を掴う流水堆蔽胴に直接盛り上げられており、植

物質の基礎地業をおこなわない。築土屑は水平にはなら

ず、はじめに西側に高く盛土したのち、上流側に築土を

足している。あるいは、のちに拡幅したのかもしれない。

陸橋SX202Aの上而に15cmほど築土を足したものが陸

橘SX202Bo両者の築土の間に流水堆秋肘があるので、

この改修のきっかけも洪水などによる．．上砂堆職によって

陸橋の高さが足らなくなったことによるのだろう。

陸橋SＸ２０８．２１０陸橘SX202の下流、およそ１１ｍと

20ｍの位祇に、陸橋SX208と陸橋SX210がある。陸橋

SX203から測ると、おおよそ３条が等間隔に並ぶので、

陸橘SX208.210は、陸橋SX203と一体に計IIIiされたとみ

てよかろう。上面幅が２ｍあって幅が広い特徴もよく似

ている。この２条の陸橘は、上流側の谷底との比高差は

0.2ｍほどしかないが、下流側とは0.7ｍの比高差があり、

大きな段差となる。いずれも''1央よりやや南西側に溝が

切ってあり、溝の周囲には護岸に使用されたと思しき川

原石などが散在する。

陸橋SX202と陸橋SX208のあいだが水溜SX207、陸橋

SX208と陸橋SX210のあいだが水溜SX209となる。

陸橋SＸ208.210ともに、断而観察の結果によると、緩



図３１陸橋SＸ２０２．２０Ｂ・２１０

傾斜をもった谷底の堆積層の下流側堆積土を掘削して段

差を作り、段差の上流側に築土する。陸橋SX208の築土

の厚さは約0.4ｍある。陸橋SX210で築土の下に草本類の

堆積を確認した。この基礎地業の上にはじめ、下幅2.1ｍ，

高さ0.2ｍの陸橋SX210Aを作り、のちにこれを拡幅し、

高さも増している（SX210B)。

陸橋SＸ２１４．２１６陸橋SX210の下流、約９ｍと18ｍ

の位置に、陸橋SX214と陸橋SX216がある。陸橋SX216と

第93次調査区の陸橋SX54との距離は12～13ｍあり、やや

広い。ここの水溜SX53に南西の谷が接続する。

この２条の陸橋は、上幅１ｍほどで上流側の３条の陸

橋より幅が狭く高さも0.2ｍと低い。陸橋SX216には上下

２時期があり、下層の陸橋SX216Aの段階では陸橋の表

面に石貼りをおこなっていた。上層の陸橋SX216Bの段

階では、水口の周囲に石を並べていた。陸橋SX216Aの

上流側斜･面で、銅滴を多戯に含んだ土坑SK217と炉跡

SX218を検出した。

陸橋SX210と陸橋SX214の間が水溜SX211、陸橋SX214

と陸橋SX216との間が水溜SX215となる。土坑SK217は、

鋳造道具類から銅分を回収するための比重選鉱作業に関

連する可能性があり（松村恵司「富本七曜銭の鋳銭技術」

『出土銭貨』１２号、1999)、水溜遺構の用途の一つに、こ

のような作業があったのだろう。

斜行溝ＳＤ２０４谷の北東岸には、谷筋に平行して南東

から北西に流れる素掘斜行溝SD204がある。上幅１～２

ｍ，深さ0.3～0.5ｍあり、断面形がＶ字形をしている。

この溝は、陸橋SX202・ＳＸ２０８・SX210の北端を縦断

し、水溜SX211に注ぐ。それぞれの陸橋と交差する部分

には、川原石の集積が顕著に認められ、この部分に何ら

かの橋状の施設が設けてあったらしい。

谷に平行してこのような溝を掘削したのは、その北東

の工房跡から流れる炭や灰などをこの溝で受け、水溜

SX211に流し込むためだろう。
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図３２下層調査反全書

飛鳥池工房期の下層遺構

調査期間の終盤、谷堆積土とその北東岸の整地土との

関係を調査するべく、掘立柱塀SA205の北西５ｍほどの

ところに谷に直交する試掘溝を掘削したところ、下層の

柱穴が検出された。そこで、３０ｍ四方ほどの下層調査区

を設定し調査した結果、掘立柱塀SA220検出面からおよ

そ0.3～0.4ｍ下層で掘立柱建物３棟と塀１条、炉跡２基を

検出し、さらに0.2ｍほど下層から土坑１基、溝１条を検

出した（図32)。

掘立柱建物掘立柱建物SB253は、梁間２間、桁行４間

以上の規模。柱間は、梁間1.35ｍ(4.5尺)、桁行1.5ｍ（５

尺)。北東側の側柱穴は大きいが南西側の柱穴は小さい。

大型方形炉跡SX250より新しく、掘立柱建物SB254・

SB255より古い。北東側側柱の北西から２つめの柱穴の

柱抜取穴を利用して、炉跡SX257が作られていた。炉内

から端渦片が出土した。

掘立柱建物SB254は、梁間・桁行とも２間の建物。梁

間1.5ｍ（５尺）等間、桁行1.95ｍ（6.5尺）等間。北東側に

掘立柱塀SA256がある◎

掘立柱建物SB255は、柱穴３個を確認しただけで、建

物方向は不明。柱間は1.8ｍ（６尺)等間。

大型方形炉ＳＸ２５０掘立柱塀SA220および掘立柱建物

SB253の柱穴が重複し一部破壊されていた。長辺1.9ｍ×

短辺1.6ｍ，深さ0.2ｍをはかる長方形の炉跡（図33)。壁

面は赤褐色に焼けている。炉跡の内部には四周から焼け

た炉壁が崩れ落ちて堆積し、床面直上には厚さ３cmほど

で黒褐色の藁灰が一面に堆積し、その上にも厚さ５cmほ

どの灰色の灰が堆積していた。灰層には土師器片などが

含まれる。床而はゆるい起伏があり、ところどころ熱の

ため赤変していたが、壁面ほど強くは変色しない。

土坑ＳＸ２５１上記遺構よりさらに下層の遺構。焼土が

詰まった土坑で、土師器蕊１個が据えられたような状態

で出土した。



図３３大型方形炉SX250

平安時代の遺構

谷の北東岸には、平安時代以降の畑作あるいは水田耕

作に関係すると思われる素掘溝があり、水溜SX215には

平安時代の倒木群があった。その他、調査区の西部、谷

の南西岸に９世紀の井戸が１基ある。

井戸ＳＥ２１ｇ直径約1.8ｍの掘形の中に、丸太割り抜き

の井戸枠を据えた井戸（図34)。井戸枠は、高さ1.3ｍ残っ

ており、上端での直径が1.35ｍ、下端の直径が１ｍの逆

円錐台形◎井戸枠は、下端から0.3ｍほどのところが10ｃｍ

と最も厚く、上下に向かって薄くなる。西側外面上端に、

一辺10cmほどの四角い突起がある。

井戸枠南側の下端部には、３０cm四方ほどの切欠きがあ

り、その部分のやや上の裏込には平瓦の破片２枚が突っ

込んであった。井戸枠内は下半に粘土と粘質土、上届に

砂質土が堆積し、少堆の土器と瓦が出土した。

出十漬物

包含層、谷SD200堆職府、炭屑などから、土器、瓦噂、

木製品、木簡、工房関連の遺物や未製品、富本銭鋳造関

係遺物など多種多様な遺物が膨大な塗出土した。炭胴に

ついては、土壌洗浄による遺物選別作業を続行''１．

瓦噂

瓦の出土量は飛鳥寺伽藍や瓦窯から離れていることも

あってそれほど多くない。軒丸瓦は３点（Ｉａ・Ｉｂ。ＸⅦ

各１点)、軒平瓦は６点（三重弧紋ＩＢ；１点、四重弧紋

ⅡＡ；３点、ⅡＥ１．ⅡＧ１；各１点）出土した。他に坪

が４点ある。丸瓦は246点38.1kg、平瓦は1445点181.3ｋｇ

が出土した。完形品で丸瓦・平瓦とも３～４枚分の堂に

あたる。（花谷浩）

木簡

合計26点（うち削屑9点）の木簡が出土した。内訳は、

富本銭土坑SK213から７点、SD204から１点、炭層３か

ら３点、断割炭層から３点、陸橋SX208裾炭溜から１点、

k、
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谷SD200の堆祇１Wから11点である。なお、出土した木簡

は現在も整理・検討中であるため、詳細は将来刊行の

『飛鳥藤原宮発掘調査出土木簡概報』にゆずり、ここでは

概略を報杵する。

木簡の全体的傾向として、習普が２点ある他は荷札・

付札が10点と多い。これは第93次調査出土木簡と同様の

傾向である。年紀を記した木簡は確認していないが、荷

札木簡の地名記戦をみると、いずれも「評一五十戸」か

｢五十戸」の記載となっており、これらの木簡の年代は天

武朝とみなすことができる。

また、第93次調査出土の「評一里」「丁亥年」記栽の木

簡から、炭府２に一応持統朝の年代が推定されているが

(『年報1999-Ⅱ』)、今lnI、炭刑３から出土した③は

｢評一里」制以前の「評一五十戸」制の表記となっており、

炭層３の年代を考える手懸かりになろう。その他、①の

｢高志□1国ヵ1」は越同のこと◎越国が越前・越中・越後

三国に分割される以前の古瑞である。③の「次評」は周

吉郡、④の「依地評」は隠地郡で、いずれも隠岐国の荷

札。（山下信一郎）

谷ＳＤ２００

Ｉ国力１

①・高志口新川評

・石口五十戸大ｌ－ｌｒｌｒｌｒｌｌｌ

Ｉ背力］

SX20B裾炭溜

②・桑原五十)『

・ロホロ

炭層３

③次評無十戸
炭層底

④恢地評繍五十

135.24.6032ＨＡ２０

203.37.7032ＨＣ１７

158.31.3031Ｆｍ２Ｒ

147.34.3031ＨＧ２２

奈文研年報／2000-Ⅱ３３
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土器・土製茄

土器には土師器、須恵器、施和陶器、磁器などがある。

水溜の堆積層や炭層、茶色粘質土出土の工房期（藤原宮

直前～宮期）の土器が多い。いずれも整理途上にあるが、

ここでは富本銭土坑SK212とその周辺の炭層２．３出土

土器の一部を提示し、今後の検討に備えたい（図35)。

土坑SK212出土土器には須恵器大盤（33)、鉢Ａ(31）

等がある。３３には二方向に把手が付き、体部下半～底部

の内面は器壁の2/3までが磨耗している。堅い順粒状のも

のをすりつぶすのに使用したのであろう。また、内面に

金属加工に関連する津（？）が付着する20cm大に打ち欠い

た須恵器斐体部片があり、大盤とともに工房内での土器

の使用状況を考える上で重要である。

炭層出土土器には､土師器杯Ａ(8～10)、杯Ｃ(11～14)、

杯Ｇ（15)、鉢Ｈ(16)、鉢Ｘ(17)、艶、鍋、須恵器蓋(１８

～22)、杯Ｂ（23～25)、皿Ａ(26.27.32)、椀Ａ(29)、椀

Ｂ(28)、鉢Ａ(30)、壷、誰がある。８～11,13,14,22,23,

26,27,32が炭層２、他が炭嫡３出土であるが、両者が接

合する個体(例えば29)も少なくない。土器の様相に屑序

の違いによる差はなく、時期的には飛鳥Ⅳ．Ｖに属す。

なお、杯Ｂ(25）の底部外面には「入寺」の墨書がある。

１～７は第93次調査でも出土した線刻文と貼付文で飾

る鉛和陶器の壷とその蓋で、今回の炭脳３および1991年

調査区、第87次調査区から、これまでに壷１個体、蓋３

個体以上、長方板５個、楕円球５個を確認している。図

はそれらを総合して作成した。壷(2）は淡茶色の胎土で

内外面に白色鉛紬を施す。安定感のある体部に複合三角

文帯、綾杉文帯を線刻する。頚部下の２種の剥離痕跡か

ら、長方板(3～5）・楕円球(6.7)各６個を交互に貼付し

たことがわかる。楕円球は文様が周Inlするが、長方板の

裏而は無文であり、透明感のある緑色和も裏面には及ば

ない。蓋（1）は頂部の外寄りに複合三角文帯を線刻し、

内外面を磨く。壷と蓋の類例は旧小墾田宮推定地（古宮

遺跡）の包含層にあるが、貼付文はなく、半島、大陸と

もに類例を知らない。国産をも念頭に入れた各種分析と

用途の検討が必要である。

土製品には、円面硯、土馬、ミニチュアの髄・鍋・

認・瓶がある。土馬は主に水溜を覆う茶色粘質土出土で

藤原宮期～奈良時代前半のもの。ミニチュア炊飯具は奈

良～平安時代に属す。（西口毒生・渡遷淳子）

木製品

木製品は谷に堆積する炭嫡を中心に多量に出土した◎

漆工具、木工具、部材、様など工房特有の製品と、祭祁

具、食事具、遊戯具などがある（図３６．３７)。

漆工具には刷毛（ｌ～４）、箆（５～７）があり、黒漆

が付着する。１～４は柄先を割って毛を挟んだ平刷毛で、

１．４には緊縛した紐の痕跡が残る。６は模形、７は匙

形の箆である。

８～12は木工具の柄。８．９．１１は刀子の柄で、８は黒

漆塗り、１１は補修のためか両端に焼込みの茎孔が存在す

る。１０は盤の柄。１２は鋸の柄か。１３は工具とみられ、先

端が使用によって磨滅する。

１４～17は両端近くに相欠き溝のある組合せ部材。１５の

相欠き溝の底には釘留めの孔があく。

１８～２１．２３～25は用途不明品。２１は中軸線上に径約４

mmの２孔と２cm大の不整形孔が並び、表面に蕃状の絵が

線刻されている。２３．２４は先端の加工などから工具の可

能性がある。２２は物差しの一部。一端の48.3mmから目盛

りが始まり、１寸(28.5～29.3mm）目に長い刻みがあり、

その間10.6,,,mに短い線が刻まれている。

２６～39は様(製品見本)。２８．２９は錐で、２８は疎箆被の

盤矢式、２９は方頭片刃式である。３３～35は釘で、３３は頭

部が杏仁形、３４は角釘、３５は折頭釘である。３８は刀子で

あるが、刃をもたない。他の様は製品の特定が難しいが、

26が壷金具、３７が錐、３９が鋪になろうか。

４０は側而全身人形◎頭部に被りものを表現し、下腹部

には陽物と思われる突起がある。

４２．４３．４５は箆・４１．４４は匙。４６～49は独楽で、４８の

先端には鉄芯が遺存する。

５０は厚さ７cm、長辺11cm、短辺7.6cmの桧板で、表裏の

中央に径2.6cmの円形の浅い彫り込みがあり、片面は大き

く磨滅する。彫り込みの径が富本銭に合致することから、

富本銭の平研ぎ用の作業台の可能性がある。５１は板目の

板材の中央に３孔があき、周囲に径2.8cmの円弧が溝状に

残り、裏面にも同様の溝が僅かに残る。三足の円形飾金

具の表面加工用の作業台か。

５２は上面を楕円形に彫り窪めた栓。５３は挽物製作時に

砿輔側に残った余材。概輔に固定した面には爪跡が対向

するハの字形に４爪配置されている。横軸漉輔を使用し

た挽物生産を物語る資料である。（加藤貴之）

奈文研年報／2000-ⅡＥＹ５
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宮本銭土坑SK212（Ａ）・SK213（Ｂ）出土遺物

富本銭土坑埋土中の構成遺物は、鋳型･富本銭･溶銅・

湯玉・鋳樟・堰・鋳張り・財渦・輪羽口・土製品・銅

津・木炭・小喋からなり、富本銭の鋳造に関わる一括遺

物であることが判明した。以下構成遺物を順次説明する。

鋳型細片化した富本銭の鋳型がＡから849(40)点以上、

Ｂから2181（135)点以上出土。括弧内の数値は、銭文や

輪・内郭の残る鋳型の点数である。銭文は155点に認めら

れ、その内訳は「富」５２点、「本」４８点、「七曜」５５点で

ある。なお富本銭土坑以外からも259点の鋳型の出土があ

り、遺跡全体からの鋳型出土総数は3289点にのぼる。鋳

型土の色調や組成は、隣接する酒船石遺跡の石垣に用い

られた砂岩切石(凝灰岩質細粒砂岩）に酷似し、この砂岩

を粉砕して粘土水と混練し、真土とした可能性が高い。

富本銭の鋳型は二重構造の鋳型で、外枠上に0.8～１cmほ

どの厚さで、真土を塗って内型とし、種銭の押圧後に低

温で焼成したものと考えられる。外型の形状は現段階で

は不明であるが、内型は脆弱で細片化が著しく、内型を

打ち壊して枝銭を取り出した状況を想定できる。種銭の

押圧は、銭文側を深く、背面を浅く抑圧しており、湯道

や堰も銭文側だけを窪め、背面側には及んでいない。ま

た鋳型の表面には、溶湯の熱で銭に鋳型が焼き付かぬよ

うに、油煙の付着、もしくは木炭の粉末を粘土水で混合

した「黒味」を塗布した可能性がある。

富本銭鋳造時の失敗品と再溶解途中の富本銭が、Ａか

ら67点、Ｂから115点出土。中央の方孔が鋳バリで塞がっ

たものや、鋳型が付着したままのもの、銭の周囲に鋳張

りが大きくはみ出したものがあり、完形に近いものが新

たに６点発見された。遺跡全体での出土総数は現時点で

515点を数える。

溶銅富本銭の鋳造時にこぼれ落ちた溶銅や、飛び散っ

た銅滴がＡから2.2kg以上、Ｂから2.8kg以上出土。これら

はすべて銅一アンチモンダイブの合金である。

鋳悼溶湯が鋳型内に流入する幹線の流路(湯道）を中心

に凝固したもの。Ａから10点、Ｂから７点出土。いずれ

も細かく切断されており、再溶解途中の鋳樟も存在する。

鋳樟幅は1.1cm前後、厚さ３ｍ前後で、湯道から明瞭な堰

が直角にのびるが、堰が左右交互に段違いに派生するも

の(Ａタイプ）と、左右対称的に十字形に近く派生するも

の（Ｂタイプ)が共存する。

３８奈文研年報／2000-Ⅱ

堰溶湯が湯道から分岐して銭の本体に流れ込む支線の

流路部分。富本銭から切断したとみられる小片が、Ａか

ら12点、Ｂから40点出土◎断面形は、下面が平坦で上面

が緩やかな弧状を呈し、銭に残る切断痕跡や鋳樟の堰の

断而形状と一致する◎

鋳張り鋳放した枝銭の周囲にはみだした溶銅を、鉄棒

などで打ち落としたもの。厚さ0.5mm前後の薄い銅板で、

Ａから629点、Ｂから739点出土。鋳造時に鋳型が破損し、

鋳型のひび割れに沿って流れた断面Ｔ字形の鋳張りや、

鋳型の合わせ目に流れ込んだ断面Ｈ字形、十字形の鋳張

りが存在する。

増塙富本銭鋳造合金を溶解した土製の容器。Ａから出

土した完形品は、口径14.6cm、器高7.6cm，深さ5.8cmの椀

形品で、口縁に片口が作り出されている。最大容量は

370ccであるが、使用痕跡から280cc前後の合金を溶解し

たことが判る。内面に銅一アンチモンタイプの溶湯がス

ポット状に付着する。この他にＡから６点、Ｂから８点

の破片が出土◎

輪羽口Ａから完形に近い羽口３点が出土◎内１点は全

体が弧状に湾曲した湾曲羽口である。他に細片が数多く

出土している。

士製品土道具もしくは鋳型の外枠とみられる土製品の

破片が、Ａから2.4kg以上、Ｂから1.2kg以上出土。細片化

著しく原形は不明。

銅津富本銭鋳造用合金の溶解時に生じた銅津がＡ・Ｂ

ともに各３kg以上出土。

木炭富本銭地金の溶解作業に用いたとみられる燃料。

Ａ・Ｂから計50kg近くが出土。

際用途不明の小角牒。一部に溶銅が付着することから、

炉の周囲に置かれた石が加熱を受けて破砕したものか。

Ａから2.4kg以上、Ｂから1.2kg以上が出土。

以上のような富本銭土坑の出土品によって、富本銭の

鋳造技術や、鋳造規模、製作工程をより具体的に復原す

ることが可能になった。こうした銭貨の鋳造に関わる一

括遺物の回収は、過去の鋳銭関係遺跡の調査でも例がな

く、古代銭貨の鋳造方法を究明する上で、第一級の考古

資料と評価できる。遺跡からは、富本銭の鋳造関係遺物

以外にも、膨大な量の鋳鋼関係遺物が出土しており、こ

れらの整理・分析によって、富本銭の鋳造技術の特殊‘性

がより明確になるものと期待される。（松村恵司）
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富本銭土坑出土遺物の分析

飛鳥池遺跡から出土する金属製遺物には、金をはじめ、

銀、銅、鉄などわが国の古代において考えられるあらゆ

る材質のものが含まれている。特に銅製遺物の素材とし

て、これまで古代銅合金の主流とされてきた（銅一スズ）

タイプの合金である青銅とは異なる系譜の銅合金、（銅一

アンチモン）タイプの合金の存在が再確認されたことが

注目される。この(銅一アンチモン）タイプの合金は、か

ねてから飛鳥藤原京地域を中心に数は少ないがその存在

が知られていた。具体的には、宮本銭や小型海獣葡萄鏡、

さらには利同開弥の一部が(銅一アンチモン）タイプの合

金であった。そして７世紀後半から８世紀前半と考えら

れる遺構からの出土ということもあり、地域と時代を限

る特徴を持つ合金として位置付けられる可能性を示唆す

るに至っていた。今回、飛鳥池遺跡から大量に出土した

｢富本銭」の材質がすべて（銅一アンチモン）タイプの合

金であることが判明し、この推論の論拠を得ることにな

った。

第98次調査で検出した土坑から、製造途中で廃棄され

たとみられる富本銭とその鋳型、鋳樟や堰、さらに鋳造

作業に伴う道具類である土甘渦やフイゴの羽口などが出土

した。また作業中に生じた溶銅塊や鋳造中に飛び散った

銅滴なども見つかり、富本銭の鋳造に関わるものが一括

して廃棄されていることがわかる。これらの遺物を材質

調査の観点から検証することを試みた。分析方法は、主

に非破壊的手法を用いた蛍光Ｘ線分析法である。まず、

富本銭の材質であるが、これはこれまでにも確認されて

きた（銅一アンチモン）タイプの合金である。他に微量の

ビスマス、ヒ素、銀などを含む◎富本銭の鋳型の表而か

らも銅と微量ながらアンチモンが検出され、実際に溶銅

を鋳込まれた痕跡が遺存していることがわかった。鋳棟

や班に関してもすべて（銅一アンチモン）タイプの合金で

あり、富本銭の鋳造に伴うものであることがわかる。鮒

渦片が数個出土しているが、出土直後の水洗前にＸ線ラ

ジオグフイーによって観察すると、荒れた内壁面に１～

５mm程度の金属質の残津がスポット状に多数とりついて

いることが確認できた（図38)。蛍光Ｘ線分析により、こ

れら残津も同様に(銅一アンチモン）タイプの合金である

ことが明らかになり、この州.渦は(銅一アンチモン）合金

を溶かす際に用いられたことがわかる。また、輪の羽口

の先端部分にも金属質の残津が認められ、分析によりこ

れも（銅一アンチモン）タイプの銅合金であることを確認

した。この土坑から多量に出土した溶銅もやはり（銅一

アンチモン）タイプの合金であった。また、土坑中の土

から顕微鏡でしか確認できないような大きさ1ｍｍ以下の

銅滴を88ミクロンの術で多数選りだしたが、これら微細

な銅滴も同じく（銅一アンチモン）タイプであった。すな

わち、この土坑埋土から見つかった遺物はすべて（銅一

アンチモン）タイプの合金を素材にした冨本銭鋳造に関

わるものであることがわかる。しかも、溶銅の鋳込み時

に散った微細な銅滴まで含まれることから鋳銭の生々し

い状況を物語る貴重な資料群といえよう。

なお、飛鳥池遺跡から出土する銅合金としては、純銅

タイプや青銅タイプのものが一般的であり、（銅一アンチ

モン）タイプの合金は富本銭のみに関わる特別な合金と

しての位侭付けができる。世界的にみても特殊なこの合

金がなぜ突然富本銭の素材として用いられたのか興味深

い。この点については、合金のルーツとともに探ってい

きたいと考えている。（村上隆）

奈文研年報／2000-Ⅱ３９
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水生植物が繁茂し、水深１ｍ前後の沼沢から湿地の環境

になる。

陸橋が構築された後は、中央断割HF24(西)では、イ

ネ科、カヤツリグサ科、ヨモギ属が花粉とスゲ属果実が

多くミズアオイ属などが伴われる。断割東壁ＨＨ２３では

イネ科、カヤツリグサ科、ヨモギ属、アカザ科一ヒユ科

の花粉、アカザ科一ヒユ科とナデシコ科の種実が多くな

り、ヒルムシロ属やオモダカ属の果実が伴われる。珪藻

は、中央断割HF24(西)では少なく、断割東壁HH23では

陸生珪藻と止水性種の湖沼沼沢湿地付着生種が多くなり、

流水性種も多い｡谷部は水域が分布し、清水が豊富に流

れ込む沼沢地の環境であり、湿生、抽水、浮葉の水生植

物が繁茂し、水深１ｍ前後の沼沢から湿地の環境であっ

た。周囲は人里植物が分布し人為性の高い環境が分布す

る。断割東壁ＨＨ２３地点は水域ないし流水の影響のある

湿地からやや湿った土壌の堆積環境であった。陸橋部の

堆積物は、水生植物の花粉が含まれ、周囲の沼沢地環境

の堆積物で構成されているとみられる。その上部と上位

の炭層では、複維管束亜属が増加し、二次林性のアカマ

ツが増加する。中央断割のＨＦ２４(西)炭層では、陸生珪

藻が優占し、谷も湿った土壌の環境が多くなったと推定

される。

（天理大学附属天理参考館金原正明・古環境研究所金原正子）
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表５主要花粉・種実・珪藻ダイアグラム
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第98次調査における環境考古学的調査

中央断割のHF24（西)、ＨＣ２０（中)、ＨＢ１８(東)、断割

東壁HH23の４地点で、花粉分析、種実同定、珪藻分析

を行い、植生と環境の調査を行った。

陸橋が構築される以前の中央断割のＨＦ２４(西)の最下

部では、アカガシ亜属の花粉が優占し、アカガシ亜属や

ホタルイ属の種実が検出される。珪藻では流水性種が優

占する。周囲がカシ林に覆われ、堆積地は流水の比較的

著しい谷の環境であり、ホタルイ属などの水生植物が生

育していた。上部に向かって各地点とも、中央断割では

アカガシ亜属の花粉は減少し、イネ科、カヤツリグサ科、

オモダカ属、ミズアオイ属の花粉が増加する。断割東壁

HH23では草本花粉の割合がやや多く、イネ科、ヨモギ

属、ミズアオイ属、ハスが検出される。ＨＦ２４(西)では

ホタルイ属などのカヤツリグサ科の種実が多いが上部に

向かって減少し、コナギ、ナデシコ科、タガラシの種実

が増加する。珪藻は、中央断割HF24(西)では流水性種

が多いものの流水性不定性種と止水』性種の湖沼沼沢湿地

付着生種が増加し、断割束壁HH23では流水性種と流水

性不定性種が優占する。陸橋が構築される以前の時期に、

周囲のカシ林が減少し、人為‘性の高い人里植物が増加し

て草本域が拡大する。谷部は沼沢地化して水域が分布し、

豊富に清水が流れ込む環境であり、湿生、抽水、浮葉の
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まとめ

飛鳥藤原第98次．９９－６次調査成果を要約すると以下の

ようになる。

遺跡全体に作られた汚水処理システムの確認

今回の調査区で、谷の流路SD200に５条の陸橋を確認

した。下流側の第93次調査区でも陸橋１条(SX54)をみ

つけている。これら陸橋を人工的に構築することによっ

て、遺跡が立地する谷SD200は棚田状に造成される。そ

の結果、谷を流下する水流は速度が抑えられ、工房群か

ら排出された炭や灰あるいは失敗品などの廃棄物が順次、

水溜に沈澱していく。人工的な施過装置だろう。谷の奥

にある陸橋SX203には掘立柱塀がともなうことを確認し

たが、飛鳥池遺跡の工房地区の北を限り同時に谷を閉塞

する掘立柱塀３条(SA56～58）についても、本来は基部

に盛土された堤がともなっていたとみてよい。ここで炭

臓を堰き止め、その後、その上水は南北溝SDO1を流れて

石組方形池SG30に注ぎ込み、さらに石組溝SD31をつか

って域外に排出された。大量にみつかった飛鳥時代の廃

棄物層・炭層は、このような装置を作ることにより、意

図的に沈澱堆積させていたものと判明した。それと同時

に水溜では作業用の水の確保や比重選鉱なども行われた

だろうことが、陸橋SX216でみつかった土坑SX217や炉

跡SX218の存在からも推定できる。飛鳥池遺跡が南北２

つの地区を含め、当初から周到な計而のもとに営まれた

ことがより一層明らかとなった。

また、陸橋SX202.203では、２同の改築をみとめた。

これは谷を閉塞する掘立柱塀SA56～58の改修とも対応す

る。飛鳥池工房操業時に少なくとも２回の大規模な改修

工事が行われ、遺跡全体にわたる汚水処理システムの維

持管理がなされていたことを物語る成果といえよう。

谷SD200北東岸にある工房跡の規模と構造の解明

谷SD200の北東岸には、飛鳥池遺跡でもっとも広い而

積をもった工房跡がある。今回、その南東部を調査し、

その南限を確認したことによって、工房の規模が南北

24.5ｍ以上、東西９ｍ前後の広がりをもつことが明らか

になった。この工房作業面の丘陵側（北東側）と谷側(南

西側）には工房を区画する素掘溝があり、それぞれ前後

２時期ある。これによって、当初の作業面を３ｍばかり

谷側にずらしたことが判明する。工房跡の炉跡群は上。

4２奈文研年報／2000-Ⅱ

中・下３局に分かれるが、このうち上・巾届の炉跡群が

上屑の区而溝に、下層の炉跡群が下層の区画溝に対応す

ると推定される。各層の炉跡群はその周囲及び対応する

炭屑出土遺物により、下層が銅、中・上層が鉄に関わる

と判断できた。製作品目の変更は飛鳥池工房全体での工

房配置とも関連するだろうから、先に述べた水処理シス

テムの維持管理と共に、工房全体を統轄する組織が存在

したことをうかがわせる。

富本銭鋳型を含む富本銭鋳造関係一括遺物の発見

陸橋SX214の北端近くの富本銭土坑(SK212.213)か

ら、富本銭や真土製の富本銭鋳型を初め、鋳悼、鋳張り、

士M渦、輪羽口などが一括して出土した。これらの遺物は、

富本銭と同じ銅一アンチモンタイプの銅合金かあるいは

それを含み、富本銭鋳造に関わる資料に間違いない。細

片化した富本銭鋳型や富本銭は周辺の炭屑にも大量に含

まれており、飛鳥池遺跡における鋳銭を実証するものと

考える。こうした古代銭貨の鋳銭技術を具体的に解明で

きる一括遺物の出土は、他の古代銭貨鋳造遺跡でも例が

ない。古代鋳銭技術を解明するための極めて重要な資料

群といえる（松村恵司「富本七曜銭の鋳造技術」『出土銭

貨」第12号1999)。

「万葉ミュージアム」建設にともなう飛鳥池遺跡の調

査は、今回の第98次調査区で終わった。およそ２年９ケ

月をかけた調査により、この遺跡が少なくとも、南北150

ｍ、東西100ｍをこえる広さをもち、今lul調査した東の谷

筋では、さらに谷の奥に遺跡が続くことがわかった。調

査でみつかった遺構や出土遺物の検討を通した詳細な遺

跡の変遷と性格付けは、今後、取り組まねばならぬ大き

な課題だが、持ち帰った炭屑は、まだ洗浄完了のめどす

ら立っていない。

なお、今回調査した谷の奥では、1999年末から明日香

村教育委貝会が実施した調査（酒船石遺跡第'２次調査）

により、谷頭の湧水地点に屯形石造物などを配置した前

例をみない石敷遺構が発見された。巡跡の建設年代は、

飛鳥池遺跡よりやや古い７世紀第３四半期、斉明の代と

推測されている（相原嘉之「酒船石遺跡－その研究史と

現状、課題」「別冊歴史読本日本史研究最前線』2000)。

酒船石遺跡の北限が飛鳥池工房建設時にどのように改変

されたのかも興味深いが、その解明は遠い将来に預ける

しかないようだ。（花谷浩）



２第１０ｓ次調査（飛鳥池遺跡範囲確認調査）

調査の目的

工房関連遺構が、西の谷の西・南斜而にどのように広

がるかを確認する調査である。この目的に従って、調査

は検出遺構の掘り下げを最小限とし、その保全に努めた。

調査区は西斜面に２ケ所（Ｉ区。Ⅱ区)、南斜而（Ⅲ区)、

南の丘陵部（Ⅳ区）に設けた。調査期間は2000年２月７日

～４月13日で、調査面積は575,2である。

検出遺構

西の谷の西斜面には、標高約１１９ｍ付近に、池の堤か

ら南へのびて丘陵に至る里道が存在する。里道から束へ

は急傾斜面となるが、西側は丘陵頂部までに２つの平坦

面が認められる。１つは道から幅７～10ｍだが、一段あ

がった平坦面は幅狭い。両者の比高差は約2.5ｍである。

以下調査区ごとに概要を記す。

Ｉ区下段の平坦地から池の斜而にかけて東西20ｍ、南

北３ｍの調査区を設定した。東端は1991年の調盗区に近

接する。西半の平坦地は地表下45cmで地山而となる。平

坦部の東端約３ｍは、約１ｍの赤褐色粘質土が堆積して

いる。土器小片を含み、７世紀より古い時期の遺構の可

能性がある。調査区東端の傾斜地は地山上に１ｍ以上の

暗褐色土が堆積し、東に下るほど厚くなる。検出した遺

構には、掘立柱塀・工房面と炉跡がある。掘立柱塀は調

査区西端で検出した。３基の柱穴が南北に並ぶが、北端

と南端が組み合って南北塀になると考えられる。柱間は

約2.1ｍ､柱掘形は一辺約80cmで、深さは約1.4ｍである。

東への傾斜･面の途中に小さい平坦面と炉跡１基を検出し、

この平坦面が斜面を造成した工房面であることがわかっ

た。地山而を垂直に近く切り落としており、現状での高

さは約１ｍである。奥行きは1.9ｍしかないが、斜面の堆

積状況をみると地すべりが激しいことがわかり、平坦而

の奥部分が残っているものと理解できる。炉跡は黄褐色

粘質土が入る不整形な掘り込みの中に約45cmの範囲で焼

土がまわり、中央部に炭が入る。炉跡部分の標高は115.8

ｍであり、この作業面は南へは第87次調査区の谷西岸の

工房、北へは第93次調査で検出した工房廃棄物を捨て込

んだ土坑(SK70）上部に想定される工房面へ連なると考

えられる。

Ⅱ区Ｉ区の南15ｍに上段の平坦地から下段の平坦地に

図４０第１０６次調査Ⅲ区全景北から

かけて、東西15ｍ、南北５ｍの調蚕区を設定した。上段

から傾斜而にかけては地表下20～40cmで地山となるが、

下段は西側約６ｍの範朋が地表下20～50cmで焼土・炭を

多く含んだ暗褐色土となり、炉跡１基を検出した。また、

炉を築くにあたっての基盤土となると思われる薄い黄褐

色粘質土と炭・焼土を含む土層との重なりも観察された

ことから、この部分が工房作業面であることが明らかと

なった。このため調査は土層観察のための部分的な掘り

下げにとどめた。この結果によれば、斜面を大きく整形

して平坦面をつくっている。この平坦而の上には数層に

及ぶ炭・焼土混じりの土層が堆砿している。いずれも水

平に近い堆積状況であり、作業面が繰り返し使用される

にあたっての整地士屑であると考えられる。厚さは約1.5

ｍに達する。西側の上部では黄褐色粘質土(厚さ５～１０

cm）が少なくとも３鳩は確認できた。炉跡は炉底部の焼

土が約40cmの円形状に残るものである。また、北壁の掘

り下げ部分で炉跡１基を確認した。

Ⅲ区谷の南斜･面に第87次調査区と連続する東西12ｍ、

南北lOmの方形調査区を設けた。斜面の堆積は地表下0.5

～１ｍで自然堆積土である暗茶褐色土となるが、東側の

一部には花尚岩の地山があらわれている。遺構は暗茶褐

色士.上面で検出した。前側の調査で、西の谷の最も奥の

束岸に工房作業面、その西に廃棄物の炭層を検出した。

出土遺物の分析等から、この工房が金・銀を扱っていた

ことが判明している。今回の調査では、工房の南端を確

認することができた。やや直線的ではあるが、谷奥を弧

をなしてまわる工房南辺の東半を検出した。暗茶褐色土

の斜･面をほぼ垂直に切り落として壁としている。現状で

は約30cmの高さである。現存する工房作業面の南北幅は

約3.8ｍとなる。壁面近くには幅約20～30cmの排水用の溝

がめぐっている。壁面近くで何ケ所かの小穴を検出した

が、屋根等の上部施設については不明である。工房作業

面にひろがる焼土と炉跡群は今回の調査で、南へ約１ｍ

連続することが確認できた。東西約4.5ｍ、南北2.5ｍの範

囲となる。炉跡は径20～50cmほどが特によく焼けしまり、
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Ⅳ区

斜面上に崩落した炉の一部が残存することや、ガラス鮒

渦の出土などからこの上段の平坦面が工房作業面であっ

た可能’性がある。また、調査区西壁の土層観察によれば、

斜面途中に小さい平坦面が存在する可能性もある。いず

れにしても、谷奥の工房の斜面上部に別の工房が存在し

ていた可能性が高い。上段の平坦面の標高はⅡ区の工房

作業面とほぼ同じ高さであり、連続しているものである

ワ。

Ⅳ区南の丘陵頂部にはⅢ区と接して幅４ｍの十字形の

調査区を設けた。東西36ｍ、南北43ｍである。また、第

Ⅲ区｜'~『
Ｉ
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わずかにくぼむ状況であり、その上部構造は不明である。

作業面の西側に堆積する廃棄物層の炭層は２層ある｡灰

黒色を呈する上層は厚さ約10cmで、東の作業面の最終段

階の廃棄物層にあたると思われる。下層は厚さ約30cmの

真黒い炭層である。作業面西端部分は、炭層の上に一部

張り出す状況であること、作業面とほぼ同じ高さで炭層

の上に炉跡を検出したことから、この炭層は工房作業面

の最終段階以前の操業による廃棄物と考えられるｏ工房

の南は急傾斜面であるが、約４ｍ南には幅約３ｍの平坦

面が存在する。工房関連の遺構は検出できなかったが、

図４１第106次調査遺構図１：４００
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87次で検出した塀の延長位置にも調査区を設定した。地

表下約30cmで地山となる。耕作に伴う小満を多数検出し

たが古代に遡る遺構は検出できなかった。しかし少堂で

はあるが、工房時期の土器が出土した。また、東の谷か

ら続く塀の想定位置の調査区は表土下すぐに地山となり、

極めて大きな削平を受けたようであり、塀の続きは検出

できなかった。

出土遺物

工房生産関連遺物・瓦・土器・石製品などがある。工

房生産関連遺物はⅡ区．Ⅲ区を中心として出土しており、

鉄・銅製品、琳渦、鋳型、輪羽口、砥石、鉱津、漆付端

土器、ガラス片、ガラス財渦などがある。

まとめ

今回の調査によって明らかとなった点をまとめると、

①各調査区に工房関連の遺構・遺物が存在し、工房は西

の谷の西斜面から南斜･面にかけてさらに展開しているこ

とを確認できた。②西斜面は工房構築時に、大規模な造

成工事がおこなわれており、里道から西の現地形は、こ

の古代の造成に起因することが判明した。③西の谷の最

奥部で、第87次調査で検出した金・銀工房の南端を検出

し、焼土面の広がりと炉の密集状況を確認できた。また、

この工房の南上方に別の工房が存在する可能性が高いこ

とがわかった。④Ｉ区で検出した掘立柱塀は、工房の西

を区画する施設であった可能性が高い。（安田龍太郎）

●飛鳥池に蓮華咲く

－飛鳥池遺跡出土の
超小型軒丸瓦と蓮華紋鬼板一

飛鳥池遺跡からは、飛鳥寺で使用さ

れたとみられる特殊な軒丸瓦と鬼板が、

それぞれ１点づつ出土している。その

２例を以下に紹介する。

まず１は、而径約８cm、厚さ約1.5ｃｍ

の超小型軒丸瓦である。瓦当紋様は

｢船橋廃寺式」と呼ばれる均整のとれた

素弁８弁蓮華紋で、肉薄の蓮弁端は明

瞭に反転している。半球状に盛り上が

る中房には蓮子が表現されていたであ

ろうが、灰白色のきわめて軟質の焼き

コラム：あすかふじわら

であるため摩滅し、その有無は不明。

厚さ約１ｃｍの丸瓦が高い位置に取り付

く。接合方法は不明。瓦当裏面には丁

寧なナデ調整が施される。長石等を含

む、やや砂質の胎土である。このよう

なきわめて小型の軒丸瓦は、菅原寺

(奈良市菅原町；奈良前葉～平安初頭）

や南春日町遺跡（京都市西京区大原野

南春日町；奈良後半～平安前期）など

他の遺跡でも出土しており、幾瓦や築

地使用、小塔・小仏堂使用などの用途

が考えられている。飛鳥池遺跡出土例

は、その瓦当紋様から７世紀第２I川半

期に位個づけられ、小型瓦としては非

常に古い時期のものと言える。

|Ｉ
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図４２飛烏池遺跡出十万１：２

次に２は、素弁蓮華紋の鬼板で、残

存するのは右下端部である。外区は素

紋。内区紋様は素弁が１弁残るのみで、

その椛成は不明。間弁はない。外区と

その立ち上がり、および側而は丁寧に

なでて仕上げ、裏而全体には縄叩きで

平坦にした調整痕が残っている。焼成

は堅級で灰色を呈し、胎土は大きめの

長石粒を含むやや砂質のもの。焼成・

胎土が飛鳥寺禅院の瓦に共通すること

から、製作時期は７世紀後半に求めら

れるか。なお素弁蓮華紋の鬼板は各地

に類例があるが、同値品は確認されて

いない。お仲間は登場するや、否や。

（播摩尚子）
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